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定期監査の結果について（報告） 

 

 

地方自治法第１９９条第１項、第２項及び４項の規定に基づき、令和７年度第１回定期監査を実施したの

で、その結果を同条第９項の規定により次のとおり報告します。 
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令和 ７年度第 １回定期監査結果報告書 

 

第１ 監査の基準 

この監査は、御殿場市監査委員監査基準（令和６年御殿場市監査委員告示第５号）に基づいて実

施した。 

 

第２ 監査の種類 

地方自治法第１９９条第１項、第２項及び第４項の規定に基づく監査 

 

第３ 監査の対象 

健康福祉部 原里第１保育園、原里第２保育園 

教育委員会教育部 御殿場南小学校、富士岡小学校、神山小学校、富士岡中学校、竈幼稚園 

 

第４ 監査の着眼点 

   1 幼稚園、保育園、学校の財務に関する事務が、正確で、適正かつ効率的に行われているか。 

（１）  予算の執行に関する伝票等及び証拠書類等について 

（２）  学校預かり金等の管理について 

（３）  現金、通帳、郵券等の金券などの管理について 

（４）  備品等の管理について 

   ２ 幼稚園、保育園、学校の運営管理が、合理的かつ効率的に行われているか。また、法令等に従っ

て適正に処理されているか。 

（１）  防災・防犯対策等に係る安全確保対策について 

（２）  施設の安全点検や管理について 

（３）  薬品等の管理について 

 

第５ 監査の主な実施内容 

   １ 監査の期間 

      令和７年１０月１７日から１１月２７日まで 

   ２ 監査の範囲 

（１） 令和７年４月１日から９月３０日までの財務に関する事務事業の執行状況 

（２） 施設及び物品の管理状況 

 

第６ 監査の実施場所及び日程 

実施日 実施場所 

令和７年１１月２５日 

令和７年１１月２７日 

富士岡小学校、神山小学校、富士岡中学校、原里第１保育園 

御殿場南小学校、竈幼稚園、原里第２保育園 
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第７ 監査の結果 

監査の対象となった事務事業の予算執行及び会計事務処理は適正に執行されており、施設等の

管理状況についても概ね適正であった。 

法令、条例、規則等に違反している事項、又は経済性、有効性の観点から改善を要する事項など、

特に指摘すべき事項は見受けられなかった。軽微な指導事項については、その都度関係職員に対し

て改善を求めた。 

  

 

  所管毎の監査の概要は次のとおりである。 
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 健康福祉部（保育園、こども園）  

 

 

１ 監査の対象 

原里第１保育園、原里第２保育園 

 

２ 監査の結果 

監査した結果、財務に関する事務の執行は適正に行われており、施設等の管理状況も概ね適正であった。

指摘事項、指導事項はなかった。 

 

（１）予算の執行状況 

保育園の令和７年度における配当予算の執行状況は、次のとおりである。 

 

原里第１保育園                                            （単位：円・％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

原里第２保育園                                            （単位：円・％） 

 

 

 

 

 

 

 

（２）園預かり金の管理状況 

保護者会費等の園預かり金の管理状況について監査した結果、適正に管理されていた。 

 

（３）郵券の管理状況 

  郵券については、保管していなかった。 

 

 

 

配 当 予 算 額 支 出 済 額 支 出 率 予 算 残 額

952,000 355,843 37.4 596,157

保 育 所 運 営 費 900,000 355,843 39.5 544,157

施 設 整 備 費 52,000 0 0.0 52,000

28,000 6,467 23.1 21,533

980,000 362,310 37.0 617,690

科 目

合 計

保 育 所 費

子ども家庭センター費

配 当 予 算 額 支 出 済 額 支 出 率 予 算 残 額

2,328,000 1,029,348 44.2 1,298,652

保 育 所 運 営 費 2,276,000 1,029,348 45.2 1,246,652

施 設 整 備 費 52,000 0 0.0 52,000

28,000 0 0.0 28,000

2,356,000 1,029,348 43.7 1,326,652

科 目

合 計

保 育 所 費

子ども家庭センター費
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（４）財産管理の状況 

ア 施設等の管理 

 施設等については、概ね適正に維持管理されていた。各園とも定期的に点検を実施して状態

を把握し、園児の安全確保に努められていた。 

 

イ 備品等の管理 

 備品等について備品関係台帳及び寄附採納簿を審査した結果、概ね適正に管理されてい

た。 

 

（５）防災・防犯対策等に係る状況 

ア 防災対策 

 防災対策については、地震・火災・台風・噴火を想定した防災訓練を年間計画に基づき毎月

実施し、隔年で起震車による地震体験を実施するなど、防災意識の啓発が図られていた。 

イ 防犯対策 

 防犯対策については、不審者の侵入等を想定したマニュアルを作成し、毎年不審者訓練が

実施されていた。なお、対策の一環として、令和 6 年度に全保育園に防犯カメラが設置され、玄

関等を録画している。 

 

（６）意見・要望事項 

ア 防災、防犯、事故防止等の対策については、保護者の関心が非常に大きい部分でもあるた

め、十分なリスク管理に取り組まれたい。定期的な訓練実施による意識啓発や、警察及び地域と

の連携強化を図ることで、緊急時にも円滑かつ適切に対応できるよう努められたい。 

イ 年々、園児数が減少する一方で、特別な支援を必要とする（加配を要する）子どもの増加に伴

う、負担増大が共通の課題となっている。公立保育園に求められる役割の変化を示す傾向とも

考えられることから、今後の動向を注視するとともに、保護者が安心して子どもを預けられる保育

体制の整備や環境づくりについて、更なる検討と対応を図られたい。 

ウ 令和６年度に防犯カメラが設置されたが、更に抑止効果を高めるため、防犯カメラ設置を表示

する看板等を検討されたい。 
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 教育委員会教育部（小学校・中学校・幼稚園）  

 

１ 監査の対象 

御殿場南小学校、富士岡小学校、神山小学校、富士岡中学校、竈幼稚園 

 

２ 監査の結果 

監査した結果、財務に関する事務の執行は適正に行われており、施設等の管理状況も概ね適正であった。

指摘事項は見受けられなかった。また、軽微な指導事項については、その都度関係職員に対して改善を求め

た。 

 

（１）予算の執行状況 

各学校、幼稚園の令和７年度における予算の執行状況は、次のとおりである。 

 

御殿場南小学校                                          （単位：円・％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士岡小学校                                            （単位：円・％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

神山小学校                                             （単位：円・％） 

 

 

 

 

 

 

配 当 予 算 額 支 出 済 額 支 出 率 予 算 残 額

3,276,000 994,891 30.4 2,281,109

学 校 運 営 経 費 2,959,000 917,117 31.0 2,041,883

特別支援学級諸経費 317,000 77,774 24.5 239,226

480,000 179,064 37.3 300,936

3,756,000 1,173,955 31.3 2,582,045

科 目

合 計

学 校 管 理 費

教 育 振 興 費

配 当 予 算 額 支 出 済 額 支 出 率 予 算 残 額

2,780,000 1,371,438 49.3 1,408,562

学 校 運 営 経 費 2,544,000 1,296,456 51.0 1,247,544

特別支援学級諸経費 236,000 74,982 31.8 161,018

360,000 270,798 75.2 89,202

3,140,000 1,642,236 52.3 1,497,764

科 目

合 計

学 校 管 理 費

教 育 振 興 費

配 当 予 算 額 支 出 済 額 支 出 率 予 算 残 額

2,206,000 799,902 36.3 1,406,098

学 校 運 営 経 費 2,175,000 784,634 36.1 1,390,366

特別支援学級諸経費 31,000 15,268 49.3 15,732

173,000 137,782 79.6 35,218

2,379,000 937,684 39.4 1,441,316

科 目

合 計

学 校 管 理 費

教 育 振 興 費
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富士岡中学校                                           （単位：円・％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

竈幼稚園                                               （単位：円・％） 

 

 

 

 

 

 

（２）学校預かり金の管理状況 

学年費等の学校預かり金の管理状況について監査した結果、適正に管理されていた。 

 

（３）郵券の管理状況 

   郵券及び郵券受払簿について書類審査と現品確認を実施した結果、概ね適正に管理されていた。 

 

（４）財産管理の状況 

ア 施設等の管理 

 施設等については、概ね適正に維持管理されていた。各小・中学校、幼稚園とも定期的に点

検を実施して状態を把握し、園児・児童・生徒の安全確保に努められていた。 

イ 備品等の管理 

 備品等について備品関係台帳及び寄附採納簿を審査した結果、概ね適正に管理されてい

た。 

ウ 薬品等の管理 

 学校の理科準備室・家庭科準備室・技術準備室における薬品・包丁・のこぎりの管理状況に

ついて監査した結果、概ね適正に管理されていたが、一部で是正・改善を要する事項があった

（（７）指導（注意）事項）。 

 

 

 

 

 

科 目 配 当 予 算 額 支 出 済 額 支 出 率 予 算 残 額

幼 稚 園 運 営 経 費 365,000 160,071 43.9 204,929

施 設 管 理 費 136,000 21,426 15.8 114,574

合 計 501,000 181,497 36.2 319,503

配 当 予 算 額 支 出 済 額 支 出 率 予 算 残 額

3,669,000 892,532 24.3 2,776,468

学 校 運 営 経 費 3,456,000 752,673 21.8 2,703,327

特別支援学級諸経費 213,000 139,859 65.7 73,141

500,000 86,876 17.4 413,124

4,169,000 979,408 23.5 3,189,592

科 目

合 計

学 校 管 理 費

教 育 振 興 費
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（５）防災・防犯対策等に係る状況 

ア 防災対策 

 防災対策については、地震・火災等を想定した防災訓練を年間計画に基づき実施し、特に起

震車による地震体験（御殿場南小学校、富士岡中学校）をするなど、防災意識の啓発が図られ

ていた。また、保護者への引き渡し訓練や「緊急時園児引渡しカード」の作成（竃幼稚園）等の

対応がとられていた。 

イ 防犯対策 

 防犯対策については、各小・中学校、幼稚園で防犯カメラが設置されていた。 

また、総じて防犯意識の向上が図られていたが、各校・園の地域性等により、訓練対応には差

も見られた。 

 

（６）個人情報保護に係る状況 

各学校では個人情報保護について、シンクライアントシステム導入後、教職員に貸与されている

PC 等からはデータの取り出しができない（USB メモリ等の接続が制限される）など、情報漏洩への対

策が取られており、また、タブレット端末及び紙資料の持ち帰りについては、管理職が確認する体制

ができていた。 

 

（７）指導（注意）事項 

ア 理科準備室における薬品管理について、薬品台帳が正確に記録されておらず、定期的な数

量確認がなされていないため、薬品台帳の整備と適正な管理を求める（富士岡小学校、神山小

学校、富士岡中学校）。 

 

（８）意見・要望事項 

ア 学校によって給食費等の学校徴収金の未納・滞納が発生している。払えるのに払わないこと

が無いように、学校内や学校給食課等と情報共有し、事務手続きをスムーズに連携することで、

公平かつ適切な債権管理に努められたい。 

イ 特別な支援が必要な園児・児童・生徒の数は年々増加傾向にあるようだが、今後も教育委員

会や市関係部局との連携を強化し、情報の共有と支援の充実を図るとともに、就学・進学の際に

円滑な引継ぎができるよう適切に配慮されたい。 

ウ 令和６年２月に教育情報セキュリティポリシー（以下「セキュリティポリシー」という）が策定され

た。校務システムにより USB 等を持ち帰る必要のない体制が整ったが、改めてセキュリティポリシ

ーを遵守し、紙媒体を含め個人情報の保護を徹底されたい。 
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エ GIGAスクール構想により、児童・生徒一人一台のタブレット端末が配置された。タブレットを活

用することで、遠隔授業や学習進度による個人に合った授業、各種活動で使用できる等、幅広

い活用方法がある。一方、不適切な使用により、情報セキュリティリスクやその他の課題が発生

することがあるため、安全かつ有効に活用できるよう児童・生徒側の IT リテラシーや情報モラル

の向上にも努められたい。 

オ 不審者等の防犯対策については、正門や玄関等の施錠管理の他、必要に応じて警察や地

域との更なる連携強化を図るなど、定期的な評価と改善に努められたい。 

また、防犯カメラの有効な活用を図るため、設置場所や状態等を再確認されたい。 

 


